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大人が変われば子どもも変わる
言
こと

葉
ば

のふしぎ、言
こと

葉
ば

の文
ぶん

化
か

！
朝
あさ

霞
か

にも方
ほう

言
げん

ってあった！？
　東

とう

京
きょう

の隣
となり

だから共
きょう

通
つう

語
ご ＊だと思

おも

っている皆
みな

さん！
　朝

あさ

霞
か

にも面
おも

白
しろ

い方
ほう

言
げん

があります。いや、ありました！！ 昔
むかし

から住
す

んでいるおじいちゃん、お
ばあちゃんも朝

あさ

霞
か

市
し

が位
い

置
ち

する埼
さい

玉
たま

県
けん

南
なん

西
せい

部
ぶ

地
ち

域
いき

の方
ほう

言
げん

だとは知
し

らずに使
つか

っています。
　言

こと

葉
ば

は社
しゃ

会
かい

の変
へん

化
か

とともに少
すこ

しずつ変
か

わっていきます。消
き

えて使
つか

われなくなった言
こと

葉
ば

も
あれば、新

あたら

しい言
こと

葉
ば

も生
う

まれています。
　今

こん

回
かい

は、昔
むかし

よく使
つか

われていた言
こと

葉
ば

（朝
あさ

霞
か

の方
ほう

言
げん

など）を調
しら

べ、言
こと

葉
ば

の文
ぶん

化
か

や言
こと

葉
ば

の移
うつ

り変
か

わ
りについて考

かんが

えてみましょう。

　「共
きょう

通
つう

語
ご

」は、異
こと

なる言
げん

語
ご

を話
はな

す人
ひと

同
どう

士
し

が意
い

思
し

を通
つう

じ合
あ

うために用
もち

いる共
きょう

通
つう

の言
げん

語
ご

で、日
に

本
ほん

語
ご

では、方
ほう

言
げん

の違
ちが

いをこえて互
たが

い
に通

つう

じ合
あ

う言
こと

葉
ば

のことです。「標
ひょう

準
じゅん

語
ご

」は、ある言
げん

語
ご

の中
なか

で、規
き

範
はん

的
てき

な正
せい

式
しき

な言
い

い方
かた

と見
み

なされて、公
こう

的
てき

な場
ば

や改
あらた

まった場
ば

で話
はな

したり書
か

いたりする時
とき

に使
つか

われる言
こと

葉
ば

のことです。明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

から盛
さか

んに用
もち

いられてきました。東
とう

京
きょう

の言
こと

葉
ば

を基
き

盤
ばん

としています。
戦
せん

後
ご

、教
きょう

育
いく

の分
ぶん

野
や

では「標
ひょう

準
じゅん

語
ご

」に代
か

わって「共
きょう

通
つう

語
ご

」が目
もく

標
ひょう

とされるようになりました。

〈2021年、ことば研究館、ことばの疑問より抜粋〉＊）標
ひょう
準
じゅん
語
ご
と共

きょう
通
つう
語
ご

１ 朝
あさ

霞
か

（埼
さい

玉
たま

県
けん

南
なん

西
せい

部
ぶ

地
ち

域
いき

）で使
つか

われている方
ほう

言
げん

の例
れい

方
ほう

言
げん

ちっとんべえ

共
きょう

通
つう

語
ご

すこし

塩
しお
はちっとんべえ

4 4 4 4 4 4

でいいよ

方
ほう

言
げん

かんます

共
きょう

通
つう

語
ご

かきまわす

あまり、かんます
4 4 4 4

なよ

方
ほう

言
げん

になう

共
きょう

通
つう

語
ご

はこぶ

ねえ、一
いっ
緒
しょ
ににな

4 4

ってよ！

方
ほう

言
げん

あさっぱら

共
きょう

通
つう

語
ご

早
そう

朝
ちょう

あさっぱら
4 4 4 4 4

から、うるさいなあ

方
ほう

言
げん

おっぺす

共
きょう

通
つう

語
ご

おす

ちょっと、おっぺ
4 4 4

してくれる？

方
ほう

言
げん

ぼっこす

共
きょう

通
つう

語
ご

こわす

怪
かい
獣
じゅう
がぼっこ

4 4 4

してる
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　市民総ぐるみの青少年健全育成活動を進めるため、当会議の目的
に賛同し、賛助会員になっていただける個人・団体を募集しています。
　賛助会員の方々の会費は、当会議で実施する事業の参加賞や、駅
頭キャンペーン時の啓発物の購入など、子どもたちのために有効に
使わせていただきます。詳しくは事務局までお問い合わせください。

賛助会員を募集しています 会　費

個人会員・年額１口
・・・・・・1,000円

団体会員・年額１口
・・・・・・5,000円

佐竹　保二
中村　加津雄
茂木　善行
柏　慶次郎
関口　博信
間明田　君子

稲田　道子
佐久　ユキ子
佐久　逸雄
佐藤　みえ子
佐藤　明
斉藤　満寿子
斉藤　一男

菊池　ユキヱ
新井　斐子
神田　和子
海谷　昭
比留間　光子
中原　恵美子
金子　和子

加登　京子
南條　喜明
金子　幸男
金子　智恵子
金子　和人
小峰　保夫
大畑　房江

久保　美義
稲田　弘美
髙木　信幸
鈴木　昭八
鈴木　泰代
堤　和子
山下　弘子

佐々木　勝江
星野　道子
橋本　一男
本橋　輝男
一圓　みさき
鈴木　俊明
鈴木　静江

小暮　眞一郎
髙橋　昭二郎
獅子倉　康治
星野　隆
関口　博子
塩味　光夫
芳野　繁信

金子　晃巳
斉木　由紀子
鈴木　千栄子
渋谷　正司

東南部子ども会育成会
滝の根保育園
緑ヶ丘親交会

朝霞市老人クラブ連合会
㈱一進堂

個　人 団　体

⃝個人会員52名、団体会員５団体（令和４年10月24日現在） 
※敬称略、順不同

いつの時
じ

代
だい

でも、新
あたら

しい言
こと

葉
ば

遣
づか

いは生
う

まれるものです。清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

の「枕
まくらのそう

草子
し

」にも、言
こと

葉
ば

の乱
みだ

れをなげいていることが書
か

かれています。きちんとした敬
けい

語
ご

、時
とき

や場
ば

所
しょ

に合
あ

った
言
こと

葉
ば

遣
づか

いができることも大
たい

切
せつ

です。そのためにたくさん本
ほん

を読
よ

んだり、会
かい

話
わ

をしたりして、ゆったりとした美
うつく

しい響
ひび

きのある言
こと

葉
ば

が使
つか

えるように心
こころ

がけたいものです。
ま と め

２ 大
やま と

和言
こと

葉
ば

を知
し

ってますか？５ 今
いま

、みんなが使
つか

っている言
こと

葉
ば

はいつ生
う

まれたのでしょう？
　朝

あさ

霞
か

の方
ほう

言
げん

を調
しら

べてみると、共
きょう

通
つう

語
ご

とはひと味
あじ

違
ちが

って温
あたた

かみ、親
した

しみのある言
こと

葉
ば

だと感
かん

じ
ませんか。
　ところで、ずっと 遡

さかのぼ

って奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

以
い

前
ぜん

からあった「大
や ま と

和言
こと

葉
ば

」があります。独
どく

特
とく

の美
うつく

しい響
ひび

き
があり優

ゆう

美
び

で優
やさ

しい印
いん

象
しょう

を与
あた

える言
こと

葉
ば

です。自
し

然
ぜん

の美
うつく

しさや相
あい

手
て

を敬
うやま

う心
こころ

が込
こ

められています。
古
ふる

くから使
つか

われていますが、現
げん

代
だい

でも使
つか

われていて皆
みな

さんも耳
みみ

にしたことがあると思
おも

います。
　例

たと

えば、現
げん

代
だい

風
ふう

の「めっちゃ期
き

待
たい

してまーす。」を大
や ま と

和言
こと

葉
ば

に変
へん

換
かん

してみると「このうえ
なく心

こころ

待
ま

ちしております。」というふうになります。もう少
すこ

し調
しら

べてみると、

　「ありがとう」だけでも感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちは伝
つた

えられますが、少
すこ

し「大
や ま と

和言
こと

葉
ば

」を加
くわ

えること
でさりげなくやさしさを伝

つた

えられるような気
き

がしませんか。さらりと使
つか

えたら素
す

敵
てき

ですね。
日
にち

常
じょう

で使
つか

いやすい「大
や ま と

和言
こと

葉
ば

」は、まだまだたくさんあります。

◉「マジ」は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に芸
げい

人
にん

の楽
がく

屋
や

言
こと

葉
ば

として生
う

まれ、「真
ま

面
じ

目
め

」という意
い

味
み

合
あ

いで使
し

用
よう

されていました。現
げん

代
だい

では「真
ま

面
じ

目
め

」という意
い

味
み

合
あ

いが薄
うす

れ、「本
ほん

気
き

である」、「本
ほん

当
とう

である」
などの意

い

味
み

合
あ

いの使
つか

われ方
かた

をしています。
◉「ムカつく」は、「胃

い

腸
ちょう

がむかつく」のように、昔
むかし

から吐
は

き気
き

や胸
むね

焼
や

けが起
お

きていること
を指

さ

し、関
かん

西
さい

では江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

になって「癪
しゃく

に障
さわ

る・腹
はら

が立
た

つ」という現
げん

在
ざい

の使
つか

われ方
かた

がされ
ました。

◉「ヤバい」は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の矢
や

場
ば

（射
しゃ

的
てき

場
じょう

）に悪
わる

い人
ひと

が多
おお

く集
あつ

まり、役
やく

人
にん

から目
め

をつけられたら「ヤバい」と言
い

われるようになったという説
せつ

があります。しか
し今

いま

では「凄
すご

い」などの意
い

味
み

で使
つか

われることも多
おお

く、感
かん

嘆
たん

詞
し

のような使
つか

われ方
かた

をしています。
◉「ビビる」という言

こと

葉
ば

が使
つか

われ始
はじ

めたのはなんと、平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

まで 遡
さかのぼ

ります。
戦
いくさ

の際
さい

、鎧
よろい

が触
ふ

れ合
あ

うと「ビンビン」という音
おと

がして、大
たい

軍
ぐん

が動
うご

いたときの音
おと

を「ビビる音
おと

」と呼
よ

んだのが起
き

源
げん

になったそうです。

いつも 心
こころ

にかけて いただきありがとうございます。
心
こころ

に染
し

みる 物
もの

語
がたり

でした。
お気

き

遣
づか

いなく、ごゆるり とお過
す

ごしください。

感
かん

謝
しゃ

を伝
つた

える柔
やわ

らかな言
こと

葉
ば

遣
づか

いには、
お心

こころ

遣
づか

い ・お心
こころ

配
くば

り ・おかげさまで ・恐
おそ

れ入
い

ります があります。

例
れい

例
れい

３ 大
やま と

和言
こと

葉
ば

の一
いち

例
れい

大
やまと
和言

こと
葉
ば

現
げん
在
ざい
使
つか
われている意

い
味
み
合
あ
い 花

はな

冷
び

え 花
はな

が咲
さ

くころの冷
ひ

え込
こ

み

おぼろ月
づき 靄

もや
に包

つつ
まれて柔

やわ
らかく霞

かす
んで見

み
える

春
はる

の夜
よ

の月
つき

星
ほし

の宿
やど

り 星
せい

座
ざ

東
しののめ

雲 夜
よ

明
あ

け前
まえ

の茜
あかね

色
いろ

にそまる空
そら

凪
なぎ

風
かぜ

がやんで海
かい

面
めん

が静
しず

まること 細
ささめ

雪
ゆき

細
こま

かに降
ふ

る雪
ゆき

４ 今
いま

も使
つか

われている大
やま と

和言
こと

葉
ば

もあります

大
やまと
和言
こと
葉
ば

現
げん
在
ざい
使
つか
われている意

い
味
み
合
あ
い 心

こころ

ばかり ほんの気
き

持
も

ち

差
さ

し支
つか

えなければ 都
つ

合
ごう

がよければ かろうじて やっとのことで

幾
いく

久
ひさ

しく いつまでも長
なが

く おかまいなく お気
き

になさらずに

６ 日
に

本
ほん

語
ご

って面
おも

白
しろ

い！言
こと

葉
ば

にしなくても伝
つた

わってしまう

　　「すみません。城
しろ

山
やま

公
こう

園
えん

に行
い

きたいん
　　ですけれども・・・？」

　遠
とお

回
まわ

しなお願
ねが

い（はっきり言
い

わない）
　＝道

みち

を教
おし

えてください。

　　Ａ「どちらへ・・・？」
　　Ｂ「ええ、そこまで・・・。」
　「へ（方

ほう

向
こう

）」から、「行
い

きますか？」が
分
わ

かるし、「まで（到
とう

着
ちゃく

点
てん

）」から「行
い

きます」
が省

しょう

略
りゃく

されていると分
わ

かる。

“けれども・・・ （省
しょう

略
りゃく

）” “どちらへ・・・ （省
しょう

略
りゃく

）”

例
れい

例
れい

　　Ａ「あなたは、この料
りょう

理
り

がお好
す

き
　　　　ですか？」
　　Ｂ「あまり・・・。」
　「あまり好

す

きだ」という言
い

い方
かた

はしない
ので、「それほど好

す

きではない」という意
い

味
み

だと分
わ

かる。

“あまり・・・ （省
しょう

略
りゃく

）”

例
れい

　　Ａ「こちらの赤
あか

いカバンはいかがですか？」
　　Ｂ「ちょっと・・・。」
　省

しょう

略
りゃく

するのは「マイナスのことを相
あい

手
て

に
伝
つた

えなければならない時
とき

」であるから、「気
き

に入
い

らない」ということが相
あい

手
て

に分
わ

かる。

“ちょっと・・・ （省
しょう

略
りゃく

）”

例
れい

参考：年報いわみざわ：初等教育・教師教育研究1997－03北大
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今
、世
界
で
大
き
な
戦
争
が
起
き
て
い
る
。

　
い
じ
め
と
戦
争
は
、
大
き
さ
が
違
い
す
ぎ

て
、
比
較
に
な
ら
な
い
が
、
共
通
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
大
き
な
力
の
格
差
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
暴
力
に
よ
り
強
い
者
が
弱
い
者
を
い

た
め
つ
け
、
強
い
者
の
都
合
や
利
益
の
た
め

に
、
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
違
う
こ
と
も
あ
る
。
今
の
戦
争

で
は
、
弱
い
立
場
の
側
が
、
正
し
い
道
を
進

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
、
周
り
の
国
か
ら
支

援
を
得
て
反
撃
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い

じ
め
ら
れ
る
側
も
、
法
の
力
、
教
育
の
力
、

そ
し
て
周
り
の
大
人
の
支
援
を
得
て
反
撃
す

べ
し
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
じ
め
も
戦
争

も
起
こ
ら
な
い
事
が
い
ち
ば
ん
で
あ
る
が・・・。

会
長
の
つ
ぶ
や
き

い
じ
め
と
戦
争

■
国
際
交
流
が
盛
ん
な
今
だ

か
ら
こ
そ
、
日
本
語
の
持
つ

素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
ま

し
た
。
手
紙
を
書
い
て
み
よ

う
か
な
、何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
。

�

（
Ｔ
Ｔ
）

　
■
ひ
ま
わ
り
編
集
会
議
は
今

ま
で
に
な
く
盛
り
上
が
り
、

第
二
弾
も
…
？！
本
当
に
言

葉
っ
て
「
い
と
お
か
し
」（
大

和
言
葉
で
大
変
興
味
深
い
）

と
改
め
て
感
じ
た
59
号
で
し

た
。�

（
Ｍ
Ｏ
）

　
■
言
葉
は
、
時
に
人
を
傷
つ

け
て
た
り
、
時
に
人
を
勇
気

づ
け
た
り
、
時
に
人
を
や
さ

し
く
包
ん
だ
り
し
ま
す
。
だ

か
ら
、
と
て
も
大
切
に
使
い

た
い
で
す
。�

（
Ｊ
Ｋ
）

■
58
号
、
59
号
と
〝
あ
い
さ

つ
〟や
日
本
の
言
葉
に
触
れ
、

あ
ら
た
め
て
こ
の
国
に
産
ま

れ
て
よ
か
っ
た
と
こ
の
年
齢

に
な
っ
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
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多
く
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と
ま
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編
集
後
記

最優秀賞
ありがとう

そういう君に　ありがとう
（応募テーマ「あいさつ」）

朝霞第一
小学校６年 梅

うめ
沢
ざわ

　周
しゅう

助
すけ

●テーマ　あいさつ

優秀賞 あいさつは　心つながる　キーワード 朝三小 ５年 佐
さ

々
さ

木
き

　葵
あお

衣
い

佳　作 作れるよ　あいさつ一つで　明るい世界 朝二小 ６年 曾
そ

根
ね

田
だ

　愛
あい

子
こ

佳　作 あいさつで　みんななかよく　元気よく 朝二小 ４年 水
みず

野
の

　涼
りょう

揮
き

●テーマ　家族

優秀賞 ふしぎだな　どんなときにも　そばにいる 朝三小 ５年 井
いの

上
うえ

　樹
じゅ

里
り

佳　作 助けあい　つないでいこう　家族のわ 朝二小 ６年 木
き

場
ば

　將
まさ の すけ

乃介

佳　作 ありがとう　はずかしいけど　伝えよう 朝二小 ６年 嘉
か

藤
とう

　莉
り

路
ろ

佳　作 わたしのて　つつむそのては　おおきいな 朝六小 １年 杉
すぎ

原
はら

　英
え

万
ま

里
り

●テーマ　友達

優秀賞 いつでもね　たよって良いんだよ　仲間だもん 朝三小 ６年 吉
よし

岡
おか

　優
ゆう

華
な

佳　作 言いたい事　一緒に言える　友がいる 朝一小 ６年 後
ご

藤
とう

　拓
たく

海
み

佳　作 伝え合おう　感謝の言葉　お互いに 朝七小 ５年 鈴
すず

木
き

　瑛
あき

翔
と

佳　作 いいところ　たくさん見つけて　真の友 朝九小 ６年 沼
ぬま

　姫
ひ

真
ま

梨
り

令和４年度「ふれあい標語」
入賞作品

※敬称略※敬称略

動物たちを笑顔に 朝一小 田
た

中
なか

　夢
ゆめ

乃
の

ミスタートルネードと
未来のよっしー 朝二小 小

お
原
はら

　嘉
よし

紘
ひろ

「ふつう」って何だろう 朝三小 毛
もう

利
り

　知
ち

花
か

感謝することの大切さ 朝四小 川
かわ

田
だ

　莉
り

子
こ

きずつく人がいない世の中に 朝五小 古
こ

賀
が

　遥
はるか

言葉の力 朝六小 東
し ょ う じ

海林　亜
あ

咲
さき

守ってくれた友達 朝七小 鶴
つる

居
い

　泰
たい

誠
せい

外国人 朝八小 木
き

原
はら

　朋
とも

香
か

よりそう行動 朝九小 佐
さ

藤
とう

　煌
こう

晟
せい

想いをつなぐパラリンピック 朝十小 田
た

島
じま

　結
ゆ

菜
な

思い、思われ、なんとやら 朝一中 藤
ふじ

掛
かけ

　桃
もも

香
か

「寄り添う」 朝二中 豊
とよ

永
なが

　紗
さ

瑛
え

「知らない気持ち」 朝三中 土
ど

橋
ばし

　みゆう

ほんの少しの気遣いで 朝四中 福
ふく

永
なが

　幹
みき

人
と

『あたりまえ』ってなんだろう 朝五中 村
むら

井
い

　ちひろ

「母からもらったもの」 朝霞高 東
あずま

　華
か

乃
の

子
こ

自信を持つこと 朝霞西高 和
い ず み

泉　優
ゆ

衣
い

香
か

私の子育て 保護者等代表 西
にし

　明
さやか

令和４年度
青少年健全育成集い（作文）
入賞作品

　
朝
霞
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
機
関
紙

「
ひ
ま
わ
り
」
の
編
集
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

機
関
紙「
ひ
ま
わ
り
」編
集
委
員
募
集


